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《 業 種 別 総 括 》 

                              22年 10月 

 

〔漁業〕 

・10月水揚げは、漁獲量で前年を下回り、金額で上回った。漁獲量の不振は定置網漁、いか漁、

さんま漁、ししゃも漁等。金額では底曳き網漁、定置網漁、さんま漁等が前年を上回った。昆

布の出荷は金額、数量とも前年を上回った。 

〔農業・軽種馬生産業〕 

・「オータムセール」「繁殖馬セール2010」が開催された。 

「オータムセール」は823頭が上場、407頭が取引された。「繁殖馬セール」は190頭の上場で 

126頭が売却された。庭先での売買はほとんど見られない。 

・農業は、水稲は順調な収穫で前年並みを確保した。野菜は価格が上昇、出荷量は前年比やや減

少。イチゴが前年比出荷数量、金額とも減少した。花卉は前年比出荷量、出荷金額とも下回る。 

・黒毛和牛は、三石、えりも両地区の総体で前年比出荷頭数、金額ともに減少に転じた。 

〔建設業〕 

・10月の町発注（新ひだか～えりも地区）工事は総体で前年を件数・金額で上回るも今年度の累

計総額では前年比マイナス。土木業の稼働はピークに入っている。 

・10月の国･道･町発注管内公共工事の総請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証請負金額)は前

年同月を1,116百万円下回り、32.0％のマイナス。 

・10月の建築確認申請(新ひだか～広尾地区)件数9件で前年を10件下回った。地域、業者間の格差

が見られ、全般的な稼働は低調に推移した。 

〔小売業〕 

・食料品は､一般小売店、コンビニ、スーパーとも売上が前年並～やや増加。衣料品は､一部地

区で季節モノの売上に好調も見られた。地元店は全般的に低調な動き、大手スーパー、量販

店へ客足が流れている。家電製品は､薄型テレビが引続き好調を維持している。家具製品は､

売上が前年を下回った。新車登録台数(新冠～えりも)は、２カ月連続前年を下回った。 

〔雇用〕 

・10月の月間有効求人倍率は、浦河地区では前年比で0.01ポイントの悪化、前月比では0.04

ポイントの改善となった。全道でも前月比0.02ポイント改善されている。 

〔総括〕 

以上､10月の地区内は､漁業は漁獲金額が前年を上回り、軽種馬生産業は「オータムセール」

「繁殖馬セール」で一息するも依然業況は厳しい。農業はイチゴが前年比数量、金額とも減少､

花卉は出荷金額・数量とも、前年を下回り、水稲はまず順調な収穫状況。野菜類は品薄状態で

価格は前年比高値傾向。黒毛和牛は出荷頭数、金額で前年を下回った。建設業は10月公共工事

発注が前年を件数、金額とも上回る。個人消費は好調な需要が一部にみられるも乗用車等の売

上は前年比を下回った。雇用面は、当地区において月間有効求人倍率が前年比下降している。 

10月の地区内経済概況は、一部業種にやや明るさが見られるも先行き不透明感 

  強く全体的にはやや弱含みでの足踏み状態。 

 



２ 

 

＊〔沿岸漁業〕たこ､かれい漁等｡〔沖合い漁業〕底曳き網､つぶ､さけます流し漁等。 

総漁獲量 10,758ｔ・金額 3,508百万円（前年同月比 293ｔ減・152百万円増）。 
 

 

底曳き網漁………… 3,209ｔ・  371百万円 (前年同月比611ｔ増・143百万円増) 

定置網漁…………… 4,779ｔ・1,822百万円 (  同  419ｔ減・150百万円増) 

かれい漁…………… 61ｔ・   19百万円 (  同   31ｔ増・  6百万円増) 

たこ漁……………… 137ｔ・   50百万円 (  同   18ｔ減・  5百万円増) 

つぶ漁……………… 189ｔ・  161百万円 (  同   10ｔ増・ 24百万円減) 

たらすけそう漁…… 397ｔ・  132百万円 (  同   25ｔ増・ 34百万円増) 

さんま漁…………… 999ｔ・   86百万円 (  同  166ｔ減・ 39百万円増) 

ほっけ漁…………… 55ｔ・    8百万円 (  同   27ｔ増・  3百万円増) 

ししゃも漁………… 241ｔ・  154百万円 (  同   85ｔ減・138百万円減) 

いか漁……………… 143ｔ・   44百万円 (  同  387ｔ減・ 84百万円減) 

昆布出荷…………… 461ｔ・  627百万円 (  同   66ｔ増・ 20百万円増) 

 

・10月の水揚げは、総数量で前年を下回り、金額では上回った。数量、金額とも前年を上回

ったのは底曳き網漁、かれい漁、たら漁、ほっけ漁、めぬけ漁、昆布等。数量は同比下回

るも金額で上回ったのは定置網漁、たこ漁、さんま漁等。数量で同比上回るも金額で下回

ったのはつぶ漁。いか漁、ししゃも漁は数量、金額とも前年を下回った。 
 

＊〔水産加工業〕 

・昆布加工は、本格稼働となるも市場での動きが鈍い。仕入平均価格は前年並みの価格で落

ち着きを見せている。 

・鮮魚等加工は、秋鮭の新巻・イクラの製造がピークに入った。魚価はやや前年を上回り、

魚卵は前年並みで取引されている。 

 

（対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています） 
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＊〔軽種馬生産業〕 

 ・10／18～21「オータムセール」が開催された。新冠～えりも地区は282頭、金額701百万円 

(前年 260頭・736百万円)の取引。10／27「繁殖馬セール」が開催された。新冠～様似地区 

は57頭、48百万円の取引となった。「庭先売買」はほとんど見られなくなっている。 

＊〔農 業〕 

 ・水稲はまず順調な生育状況。品質に一部地区で影響残すも数量、価格とも前年並み～前年以上。 

 ・果物類は、イチゴが前年比出荷量で大きく下回り、出荷金額でも同マイナスとなった。 

価格は前年比高値。 

 ・葉物は猛暑の影響で数量、質ともに生産者は苦慮している。 

 ・花卉は、累計出荷数で前年を 9％程、同出荷金額で 3％下回った。価格は同比ほぼ横這いの取

引で推移した。 

＊〔畜産業〕 

 ・黒毛和牛は、三石地区は仔牛が出荷頭数、金額ともに前年を上回った。飼育牛では出荷頭数、

金額とも同比下回った。価格は仔牛が38万円、飼育牛が86万円で同比それぞれ4万円、18

万円値を上げてきている。えりも地区は黒毛和牛10ヶ月素牛が前年比出荷頭数､金額ともに

4ヶ月連続で前年を上回った。価格は牡が41万円、牝が33万円で同比を牡が2万円、牝が 3

万円それぞれ値を上げた。2 地区総体の出荷状況は、前年比、頭数、金額ともに減少となっ

た。 

 
 
 
 
 
 
＊〔公共工事〕 

 ・10月の町発注（新ひだか～えりも地区）工事は56件360百万円。前年比件数で24件、金額

で 39百万円増加した。累計(4－10月 349件 2,411百万円)では前年同期を件数で 37件上回

り金額で153百万円下回った。 

・10月の国･道･町発注管内公共工事の総請負金額は2,373百万円で、前年を1,116百万円下回っ

た。 

累計(4－10月16,510百万円)でも5,486百万円下回り前年同期比24.9％の減少となっている。

(北海道建設業信用保証㈱の保証請負金額) 

＊〔土木業〕 

 ・10月の町発注工事は工事量、金額の小口化が進んでおり、受注に業者間格差出ている。民間

からの工事の発注はほとんど見られない。稼働はピークに入ってきた。 

＊〔建設業〕 

・業者間に格差あり。官・民からの発注工事は減少し全体的に手持ち少なく、稼働も低調。 

＊〔建築確認申請〕 

・建築確認申請件数（新ひだか～広尾地区）は当月9件（前年同月19件）、累計(4―10月)87

件 (前年同期117件)となっている。 



４ 

 

 

 

＊〔木 材〕道有林、国有林ともに入札はない。価格は外材価格が円高の影響により低下し国内

材にも低下圧力となっている。チップ材の出荷は数量、金額とも前年比を上回った。価格は

低下している。 

＊〔製 材〕建築資材等は、本州向け中心に受注は順調。需要に応えられないケースもあった。 

  魚箱は秋鮭が不漁により出荷量の低迷で前年並みの低さだった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
＊〔卸売業〕 

 ・野菜類は、道内産主流の扱い。小松菜、ホウレン草、大根、キャベツ(漬物用)等が入荷の主

体。価格は前年比、横這い～やや高値で推移。果物類は、柿、リンゴ、梨、ミカン等が中心。

入荷量が少なく、価格は前年比高値、輸入フルーツは同比横ばい～1、2 割程高値での取

引。 

＊〔小売業〕 

 ・食料品の売上は､コンビニ、スーパーで前年並み～やや増加。一般小売店も前年並みを確保。 

  一部地区ではコンビニの新規出店が予定されている。 

 ・衣料品は、一部地区で季節品は順調な売行き。全般的には大手スーパー等への流出が顕著、

地元店は苦戦。 

 ・耐久消費財の家電製品は、薄型テレビが好調を維持。家具製品は､前年を下回った。 

新車登録台数(新冠～えりも)は111台で前年を42台下回った。 

・煙草は大幅な値上げの「買溜め特需」の反動により大幅な減少が見られた。 

 ・飲食業は、特段のイベントなく地元店は低調。しかし、外食チェーン店の客足は順調。 

 



５ 

 

 

 

＊〔管内の倒産〕 

・10月の当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産は、0件(前年1件)。 

累計(1－10月)では前年同期を件数で1件下回り、負債額で16億4千万円下回っている。 

・10月の当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は、2件。前年比件数で2件の減少、負債額

で127億7千万円減少した。累計(1－10月)では前年同期を件数で4件、負債額で127億7

千万円下回った。 

＊〔道内の倒産〕 

・10月の北海道の倒産は､30件の負債額43億1千万円。前年比件数で9件､負債額で136億1

千万円減少した。件数が前年同月比23％減で今年最小。 

＊〔全国の倒産〕 

・10月の全国の倒産は､1,136件の負債総額5,200億5千万円。前年比件数で125件減少し､

負債額では2,297億1千万円増加した。倒産件数は15ヵ月連続で前年比減少となった。 

 上場企業の倒産は3件発生した。 

＊〔雇用〕 

・10月の月間有効求人倍率(0.66)は、前年比求人数、求職者数で、ともに増加するも月間有

効求人倍率では0.01ポイント悪化した。なお、前月比では0.04ポイント改善されている。 

 

 

その他 

＊管内生産馬、中央競馬重賞レース勝馬 

 10／ 2  第45回 札幌２歳ステークス                   （ＧⅢ） 

       オールアズワン号     (新冠町 オリエント牧場殿生産) 

 10／10  第45回 京都大賞典                       （ＧⅡ） 

       メイショウベルーガ号   (浦河町 三嶋牧場殿生産) 

10／16  第12回 東京ハイジャンプ                  （Ｊ・ＧⅡ） 

       イコールパートナー号   (新冠町 ノースヒルズマネジメント殿生産) 

10／17  第58回 府中牝馬ステークス                 （ＧⅢ） 

       テイエムオーロラ号    （浦河町 大北牧場殿生産） 

10／24  第71回 菊花賞                       （Ｇ1） 

       ビッグウィーク号     （新ひだか町 カントリー牧場殿生産） 

10／30  第53回 毎日放送賞スワンステークス             （ＧⅡ） 

      マルカフェニックス号   (浦河町 日の出牧場) 

 

 

（注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内地区及び三石地区、新冠地区、様似地区､えりも地区、広尾地区 

倒産・雇用状況 

その他 



６ 

《指  標》 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (平成22年10月現在)                     (単位：人) 

町 村 別 
人         口 世         帯 

人 数 前年同月比 前月比 世 帯 数 前年同月比 前月比 

平 取 町 5,654 -93 -6 2,594 -21 -2 

日 高 町 13,799 -178 0 6,651 -29 19 

新 冠 町 5,824 -16 -14 2,600 -16 -7 

新 ひ だ か 町 25,751 -236 9 12,327 5 -2 

浦 河 町 14,244 -192 -5 7,061 -1 -11 

様 似 町 5,258 -75 5 2,340 10 7 

え り も 町 5,500 -101 -14 2,196 -18 0 

広 尾 町 8,108 -43 11 3,512 22 4 

大 樹 町 6,058 -74 6 2,629 -2 -5 

日高･十勝地区合計 90,196 -1,008 -8 41,910 -50 3 

札 幌 市 1,896,225 -8,599 0 963,307 72,970 0 

江 別 市 122,132 -463 -6 53,558 266 40 

石 狩 市 61,049 -143 -28 26,384 199 15 

北 広 島 市 60,556 -299 -67 25,917 176 -15 

恵 庭 市 68,838 154 29 30,339 324 23 

千 歳 市 93,764 257 129 44,413 298 66 

石狩地区合計 2,302,564 -9,093 57 1,143,918 74,233 129 

苫 小 牧 市 174,051 157 -18 82,580 960 4 

厚 真 町 4,901 10 -11 2,043 14 -5 

む か わ 町 9,706 -124 -17 4,476 -10 -7 

胆振地区合計 188,658 43 -46 89,099 964 -8 

営業区域合計 2,581,418 -10,058 3 1,274,927 75,147 124 

※札幌市の人口・世帯数は国勢調査の公表後となります。従って、記載の数値は9月の数値です。   (資料出所:各市町村) 

２ 労働需給状況(平成22年10月)                          （単位：人、％） 

 浦河職安 全 道 
前年同月比 前 月 比 

浦 河 全 道 浦 河 全 道 

月 間 有 効 求 人 数 609 51,907 3.92 14.17 6.28 1.95 

月間有効求職者数 922 116,209 5.25 -1.58 0.22 -2.06 

月間有効求人倍率 0.66 0.45 -0.01 0.06 0.04 0.02 

(資料出所:浦河公共職業安定所) 

３ 建築確認申請(平成22年10月)                          （単位：件） 

  件 数 前 年 同 月 比 前 月 比 

当 金 庫 管 内 当 月 の 申 請 9 -10 -1 

(新ひだか町～広尾町) 22/4～22/10 累計 87 -30  

(資料出所:各市町村) 

４ 企業倒産状況(平成22年10月)                       （単位：件、千万円） 

 件 数 金額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業 種 地     区 

苫小牧管内 2 21 -2 -1,277  

 

 

 うち新冠町～えりも町 0 0 -1 -165 

北 海 道 30 431 -9 -1,361   

全   国 1,136 52,005 -125 22,971   

(資料出所:東京商工ﾘｻｰﾁ) 

 



７ 

５ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(平成22年10月)    

（単位：百万円、％） 

預          金 貸     出     金 

残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 

118,768 -1.54 1.14 62,804 -5.47 0.95 

                                       （資料出所:浦河･静内金融協会） 

６ 浦河町・新ひだか町 手形交換高 

                                    （単位：枚、百万円、％） 

 22年10月 前年同月比 前 月 比 

交換枚数 296 -18.01 -24.10 

交換金額 666 -13.17 -15.91 

不渡り手形枚数 0 0 0 

不渡り手形金額 0 0 0 

                                       (資料出所:浦河･静内金融協会) 

７ 乗用車新車登録台数（普通･小型乗用、軽自動車(軽トラ含む)） 

                                   （単位：台） 

町 名 
22年10月の 登 録 22／1月～22／10月迄の累計 

台 数 前 年 同 月 比 前 月 比 台 数 前 年 同 期 比 

新 冠 町 9 -7 -20 203 30 

新ひだか町 56 -12 -28 744 93 

浦 河 町 27 -8 -13 386 32 

様 似 町 11 -7 -3 158 15 

え り も 町 8 -8 -5 162 19 

合 計 111 -42 -69 1,653 189 

(資料出所:自販連室蘭支部、室蘭軽自動車協会) 

 

８ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

  10月中の気象状況                            (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本       年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1971～2000年

の資料から算出された平年値を使

用。気温は当月の平均気温から平年

値を差し引いたもの(平年比)。降水

量､日照時間は当月の降水量･日照

時間の平均を平年値で割り返した

もの(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 12.8 73.0 165.9 1.0 66.0 94.37 

広   尾 11.6 168.0 132.1 1.0 81.95 77.71 

                                      (資料出所:日本気象協会北海道支社) 

９ 各町の水道使用量（平成22年10月） 

                                            （単位：㍑、％） 

 一般家庭用 前年比 事業一般用 前年比 合   計 前年比 

新ひだか町静内    109,594 -     59,247 -   168,841 - 

新ひだか町三石 29,827 -4.72 19,244 8.30 49,071 0.00 

浦 河 町 65,581 0.05 31,500 -1.60 97,081 0.49 

様 似 町 29,897 6.93 14,513 -2.55 44,410 3.63 

え り も 町 26,846 -0.60 14,888 -6.23 41,734 -2.69 

広 尾 町 39,431 3.25 17,439 -23.87 56,870 -6.92 

＊ 広尾町は22年9月分                             (資料出所：各町) 
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日高振興局からのお知らせ 

 

 

 

 

 

「食クラスター連携協議体（FC/NW）」が 

            地域における『食』の取組みを支援します 
◆食クラスター連携協議体とは？ 

北海道には全国一の生産量を誇る「農業」や「水産業」を始め、製造業やサービス業なども含めて様々

な「食」に関する産業があります。このため、「食」に関わる企業や団体などの取組みをオール北海道

レベルで総合的に支援していくため、民間企業や地域団体、行政や産業支援機関、金融機関など多くの

方々の参画をいただき、相互に連携・協力しながらプロジェクトを推進することで、北海道の「食」に

関するビジネスの拡大や付加価値の向上などを目的として、今年４月に「食クラスター連携協議体

（FC/NW）」が発足されました。 

連携協議体への参画者は、１１月末現在で約７７０者、提案を受けたプロジェクトは約１２０件にも

および、現在、様々な取組みが推進されているところです。 

◆連携協議体への参画者・プロジェクトを募集しています 

連携協議体へ参画すると、食に関する様々な情報が入手出来るほか、参画者間の交流により新たなビ

ジネスへの展開が期待されるなど多くのメリットがあります。また提案されたプロジェクトは事務局が

中心となり関係機関による支援を受けながら推進されていきます。現在も引き続き連携協議体への参画

者と提案プロジェクトを募集していますので、参画を希望される方は事務局までお問い合わせください。 

◆食クラスター連携協議体事務局 

   〒060-0001 札幌市中央区北１条西３丁目３ 札幌ＭＮビル8 階 

   北海道経済連合会「食クラスター連携協議体事務局」 

   TEL 011-221-6166（食クラスターグループ） 

 

 ◇食クラスター関連事例◇ 

  魚醤油「魚々紫（ととむらさき）」の製造販売（株式会社マルデン） 
◆取組みの概要・経緯 

魚醤油とは魚類または魚介類を主な原料にした醤油に似た液体

状の調味料のことで、株式会社マルデンでは北海道立食品加工研究

センター（現在の地方独立行政法人北海道総合研究機構食品加工研

究センター）の協力により２００２年から魚醤油の開発を始め、２

００４年から魚醤油「魚々紫(ととむらさき)」の販売を始めました。 

「魚々紫」は日高産の秋鮭を原料とし、ミネラル豊富な天日塩と

米麹でじっくり発酵させ、クセのないまろやかなうま味に仕上げら

れています。その後も食品加工研究センターとの共同研究などを通

じて醸造技術および品質管理技術を蓄積しながら、現在は魚醤油を用いた加工品の開発にも力を入れて

います。 

 ◆お問合せ先はこちら 

  株式会社マルデン（幌泉郡えりも町字笛舞１４番地） 

  電話 01466-2-2276  ＦＡＸ 01466-2-44 

 日高振興局では、地域の特色や優位性を皆様に広くアピールさせていただくため、農業、林業、水産

業、商工業など幅広い分野で、日高のすばらしさを紹介しています。 

 今回は、今年４月に発足しました「食クラスター連携協議体」と、食クラスターに関連した企業の取

組みを紹介します。 
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※ 「教育ローン」 キャンペーン取扱中！ 
 キャンペーン適用金利 ： 年2.10% → 最大優遇金利 年1.90% 
 
◎ 取 扱 期 間 ： 平成２３年４月２８日まで 

◎ 資 金 使 途 ： ご本人様、またはその子弟、孫、扶養親族にかかる教育資金。 

◎ 融 資 金 額 ： 500万円以内。(しんきん保証基金付無担保ローンの累積保証額が1,000万円以内とします。) 

◎ 融 資 期 間 ： 10年以内。(リピートプランご利用の場合は 8年以内。) 

◎ 返 済 方 法 ： 毎月元利均等又は元金均等償還。ご融資額の 50％まで半年毎ボーナス併用償還も可能。 

   元金据置期間は卒業予定月まで、かつ 4年7ヶ月を限度とします。 

   (リピートプランご利用の場合の据置期間は 6ヶ月以内とします。) 

◎ 保 証 料 ： ご融資時に、ご融資金額、期間に応じ(社)しんきん保証基金が定める、年0.95%の保証料を 

   一括してお支払いいただきます。(リピートプランの場合は年0.75%です。) 

◎ 融 資 対 象 ： 満20歳以上の方で、「しんきん保証基金」の保証が得られる方。 

 ※ 詳しくは、当金庫窓口でお尋ねください。 

※ 「カーライフプラン・エコ」 取扱中！ 
 エコカー特典付！ エコカー新車購入で金利さらに 0.20％引下げ 
 
◎ 取 扱 期 間 ： 平成23年3月31日まで 

◎ 資 金 使 途 ： エコカー(新車)購入資金、およびその他諸費用。 

◎ 融 資 金 額 ： 500万円以内。 

◎ 融 資 期 間 ： 8年以内。 

◎ 返 済 方 法 ： 毎月元利均等又は元金均等返済。半年毎ボーナス併用返済も利用できます。 

◎ 取 扱 期 間 ： 元金据置期間6ヶ月以内。 

   変動金利 ～ ・基準金利年   4.06％ 

            ・最優遇金利年 2.46％ 取引内容により利用できます。 

   ※エコカー特別低減で基準金利よりさらに年0.20％引下げとなります。 

◎ 保 証 料 ： お取引金利に含まれますので別途の負担はありません。但し一括支払い時は 0.86％で計算。 

◎ 融 資 対 象 ： 満20歳以上の方で、「しんきん保証基金」の保証が得られる方。 

 ※ 詳しくは、当金庫窓口でお尋ねください。 

※ 「日高信金創立プレ 90 周年記念定期預金」募集中！ 
 募集総額40 億円！ 残りあとわずか！ 募集期限・総額に迫っています！ 
 
◎ 取 扱 期 間 ： 平成22年12月30日 まで 

◎ 預 金 の種 類 ： 自動継続定期預金  お預かり期間  3年 ・ 5年 

   1,000万円未満 … スーパー定期預金    1,000万円以上 … 大口定期預金 

◎ 適 用 金 利 ： 3年 … 年 0.40％ (税引き 0.32%)   5年 … 年 0.50% (税引き 0.40%) 

   ※継続後の利率は、継続日における店頭に表示する当金庫所定の利率とします。 

◎ ご利用頂ける方 ： 個人のお客様 

◎ お頂かり金額 ： 30万円以上とします。 お預かり限度額はありません。 

 ※ 詳しくは、当金庫窓口でお尋ねください。 

※ 当金庫ＡＴＭコーナーでの携帯電話使用を全面的に禁止とさせていただいています。  
  全国的に振り込め詐欺・還付金詐欺等の被害が発生する中、最近は携帯電話を利用し振込を指示

する手口が多発しております。このため、当金庫ではＡＴＭコーナーでの携帯電話の使用を全面的に

禁止とさせていただいています。 



 

 

 
 
 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2      ☎（0146）22-4111 

ATM 堺町支店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西1丁目83の59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静内支店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町1丁目1の15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三石支店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町197の23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様似支店 〒058-0014 様似郡様似町大通2丁目35の2      ☎（0146）36-2341 

  ※ 旧 大通支店…平成22年8月6日(金)の営業をもって大通支店の名称を様似支店としました。 

ATM えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町170の1        ☎（01466）2-2311 

ATM 広尾支店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通8丁目7の1       ☎（01558）2-3161 

            札幌支店 〒060-0004 札幌市中央区北4条西5丁目1―4     ☎（011）200-7070 

 

ATM営業時間 平日8：45～18：00 

 

土曜日ATM稼動店：本店･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日ATM営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日ATM稼動店：本店･静内支店 

日曜･祝日ATM営業時間 9：00～17：00 

 

店外ATM 

浦河町役場内ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～16：00 

浦河赤十字病院内ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～18：00 

パセオ堺町店内ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア－ 

店外ATM営業時間 平日･土曜･祝日10：00～19：00 日曜9：00～19：00 

マックスバリュ静内店内ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア－ 

店外ATM営業時間 平日・土曜･日曜・祝日9：00～19：00 

歌笛出張所ATM 日高郡新ひだか町三石歌笛 （旧歌笛支店） 

店外ATM営業時間 平日9：00～18：00 土曜 9：00～14：00 

 

 

 

 

 

業務部地域貢献課 
〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2   

電話 (0146)22-4114 

FAX (0146)22-6106 

URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 

 

三井生命札幌共同ビル4階 
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